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■研究課題名

 高効率物質生産系宿主としてのカイコのポストゲノム育種

■研究の目的
組換えバキュロウイルスを利用した高効率組換えタンパク質生産系宿主として有用なカイコ系統をスクリーニングに
より選抜する。このカイコ系統を基本シーズに、高生産に寄与する遺伝子の同定とその利用及び、カイコ系統の分子育
種を行い、確立した発現系を用いて、これまで発現が困難であったタンパク質の大量生産技術を確立することを目的と
する。

■研究項目・実施体制（◎は研究を総括する者（研究代表者））
①更なるカイコ系統のスクリーニング

 （◎日下部宜宏、伴野　豊／九州大学大学院農学研究院）
②高タンパク質生産能の遺伝様式の解析と当該遺伝子の同定
（◎日下部宜宏、門　宏明／九州大学大学院農学研究院）

③選抜した系統を基にした更なる系統の改良
（◎日下部宜宏、李　在萬、河口　豊、洪　善美／九州大学大学院農学研究院）

④組換えタンパク質の網羅的発現
（◎日下部宜宏、飯山和弘／九州大学大学院農学研究院）

■研究の内容・主要な成果
①九州大学カイコ遺伝資源のスクリーニングにより、高効率組換えタンパク質生産系宿主として有用なカイコ系統を見
出し、これらの系統を基にタンパク質大量生産に好適な品種を育成した。

②組換えタンパク質の高発現は、幅広い細胞内の代謝制御によって支持されていることが示された。その中でも、難分
泌性タンパク質については、小胞体に侵入直後に高次構造の異常として感知されていることを明らかにした。また、
タンパク質の分泌促進には小胞体シャペロンの１つであるBiPの抑制が有効であることを明らかにした。

③複数のシャペロン遺伝子を導入した遺伝子組換えカイコ系統を作製し、組換えタンパク質の可溶化発現に有効である
ことを明らかにした。

④上記の項目で確立した発現系を用いて、これまで発現が困難であったタンパク質を高生産できることを示した。

■今後の展開方向・見込まれる波及効果
多様な産業分野からの組換えタンパク質の需要は多く、家畜や魚貝類の成育制御剤、病害虫の防除剤、ワクチンや新

規薬剤の開発ツールとしての利用が期待される。また、これまで組換えタンパク質が得られなかったために進展しな
かった基礎研究、例えば、タンパク質チップによる食品の安全性、新規機能評価法の確立などが推進できる。

■公表した主な特許・論文
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Nucleopolyhedrovirus.  Mol.  Biotechnol.  40: 180-185 (2008)
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日下部宜宏



12

高効率物質生産系宿主としてのカイコのポストゲノム育種

12


